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日中道徳、教育の比較研究 ( 2 ) 
一中学校の道徳教育を中心に一
はじめに
前回は，日中の小学校における道徳教育につ
いて比較検討を行なってきた。中国において
は，急速な現代化をおしすすめる方策としての
市場経済化の波は，従来中国が行ってきた道徳
教育に大きな影響を与えている。いわゆる「経
済上昇・道徳低下」のなかで，道徳、教育の問題
は多くの論争をよんでいる。一方， 日本におい
ても，急速に変化していく社会にあって，道徳
教育の課題は山積されている。
こうした現状をふまうながら，今回は中学校
の道徳教育の両国間の比較を行い検討してみた
いと思う。
1. 両国間の道徳教育内容の相違点
道徳教育の比較をおこなう場合，まず基本的
に両国の道徳教育に関する内容の相違点に着目
することが重要である。前回にもふれた通りだ
が，一口に道徳教育といっても，その内容に関
しては大きなひらきがある。日本の場合は，内
容全体が道徳教育そのものであるのに対し，中
国の場合は，道徳教育は「徳、育」とよばれ，そ
の内容は「思想、政治」教育と「品徳」教育とか
らなっている。学校の道徳教育は，まず共産党
の指導を堅持し，社会主義の教育を徹底し，正
確な政治方針を理解させることを第一におかれ
ている。そのことは，前回の小学校の道徳教育
の比較でもはっきりしている。
今回の中学校の徳育においては，その内容は
「思想政治」に重点がおかれ， 道徳教育の部分
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は「道徳観念教育」として，全体からするとほ
んの一部に相当する内容になっており，そのほ
とんどが思想政治の内容になっている。それは
むしろ徳育・道徳教育というよりも，社会主義
教育，または社会の政治・経済・歴史を扱う
吋士会科」の科目に該当するものであるといっ
てよいだろう。教科としては，地理科目がある
が，政治・経済・歴史・社会に関しては，能育
つまり道徳教育の内容として取り扱われている。
たとえば，中学校の一年生の徳育「思想、政治」
教育の内容をあげると， (1)国家観念の教育(2)道
徳観念教育(3)法制観念教育(4)総合知識等であり，
二年生では(1)原始社会(2)奴隷社会(3)封建社会(4)
資本主義社会(5)社会主義社会等である。全体的
には，今日の中国の社会主義・共産主義を徹底
して理解させることに力点がおかれている。テ
キストもそのものずばり「思想政治」である。
徳育といっても，このような内容からなって
いる道徳教育を取り上げて日本のそれと比較す
るわけにはいかないので，中学校の場合は特に
「道徳観念教育」 との部分的比較を行いたいと
思う。
2. 日中道徳教育の基本的な在り方
(1) 中国の道徳教育の基本的な在り方
まず道徳観念教育学習の要点といわれるもの
から取り上げてみよう。これは「一目了然一初
中政治知識表解一o!l(中国統計出版社〉から引
用してみたい。
まず，道徳観念教育の基礎概念としてキーワ
ードをあげている。
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基礎概念
人民，集団的所有制，全人民的所有制，集
団，集団利益，集団主義，個人利益，個人主
義，規律，自由，公共秩序，労働，文明，文
明教育，義務教育法，迷信，交際，人格，尊
厳，他人を尊重する。
基本的観点
・人民は国家の主人公である。
・人民を愛することは社会の公共道徳である0
.人民に忠実な人間になるようにする。
・個人の成長は集団を離れてはない。
・集団主義の概念を樹立する。社会の生活は
規律が必要である。
-規律を守ることは国家が公民に対しての基
本的要求である。
・人類社会の存続と発展には労働が必要であ
る。労働は国家の富強と人民生活を豊かに
する基礎である。
-人類の文明への発展は科学・文化・知識が
必要である。
・四つの現代化を実現するには科学・文化・
知識がなければならない。
・青少年は祖国のために勉学に励まねばなら
ない。
-科学は迷信を打破する武器である。
・他人を尊重すること，先生・年配者を尊敬
すること。
基本的取り扱い
(1) 人民に奉仕する思想、を培う学習を通じて，
生徒に人民に奉仕することは高尚な品徳で
あることを理解させ，そして人民に対する
熱愛を具体的な行動に転化して，人民に忠
実な人聞になるようにする。
(2) 集団主義の精神を強化する学習を通じて，
生徒に良好な集団は個人の成長の条件であ
ることを理解させ，集団を愛する観念を樹
立し集団主義の精神を培うとともに，私利
私欲の利己主義に反対するようにする。
(3) 規律に関する学習を通じて，生徒に規律
の存在の必要性を理解させ，積極的に規律
を守る習慣を培う。
(4) 労働を愛し，刻苦奮闘の学習を通じて労
働の偉大な意義を理解させ，労働愛という
すぐれた品徳を育成して，頭脳労働と肉体
労働とを統合した新型の労働者になるよう
にするo 刻苦奮闘は中華民族の伝統的な美
徳であることを分からせ，勤勉実直で困難
に耐える精神を培うこと。
(5) 科学を愛し，勉学に励むという学習を通
じて，生徒に四つの現代化の建設は科学・
文化・知識がなければ実現しないことを分
からせ，科学を愛し科学に励み科学に従っ
て行動すること。
(6) 他人を尊重し，先生や年配者を尊敬する
という学習を通じて，生徒に他人を尊重し，
先生・年配者を尊敬する重要性を理解させ，
実際の行動において次第に他人を尊重し，
思いやりがあり，礼儀正しく，先生・年配
者を尊敬する高い品格を育成する。
(2) 日本の道徳教育の基本的な在り方
文部省から出された「中学校学習指導書一道
徳編一d](大蔵省印刷局〉によると，道徳の基
本的な在り方について，その意義を次のように
述べている。
教育の目的は，教育基本法第 1条に述べられ
ているように「人格の完成をめざす」ところに
あるが，まさに道徳教育は，この人格の形成の
基本にかかわるものである。
人格の形成は，人が自己を主体的に形成する
とことによって行われる。道徳が「自律」や
「自由」を前提にしているのは， もともと道徳
的行為が自らの意志によって決定された，責任
のある行為を意味しているからである。人聞は，
とかく，本能や衝動によって押し流されやすく，
自律的な行為をすることがむずかしいことも確
かである。しかし，自己を律し節度をもっとき，
はじめてより高い目標に向かつて，忍耐強く進
むことができ，そこに人間の誇りがある。
道徳は，また，人と人との関係の中での望ま
しい生き方を意味している。例えば，礼儀，感
謝，思いやりなどは，互いに人格を尊重しよう
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とすることから生まれる望ましい生き方の現れ
である。人はこうした心の彫りを深め，人間愛
の精神に支えられて強く生きることができるし，
人格の形成を図ることができるのである。
さらに道徳は，具体的に，人聞社会の中で人
間らしく生きょうとする生き方という意味をも
っている。人は，家族，学校，地域社会，国家，
国際社会などの社会集団の中で，何らかの役割
を果たしながら生きている。そして，権利・義
務や責任を通して互いに社会連帯の意識をもち，
進んで公共の福祉に努めようとするのである。
人は人間関係の中ばかりでなく，自然の中で
も生きている。自然の恩恵なしには，人は一日
たりとも生き続けることはできない。同時に，
人は自らの有限性を知れば知るほど，人間の力
を超えたものへの思いを深く抱くであろう。こ
のように道徳は，人間と自然や崇高なものとの
かかわりをも含んでいるのである。
以上の意義に立って，道徳の内容を構成する
四つの視点をうちだしている。それは，次ぎの
四点である。
(1) 主として自分自身に関すること。
(2) 主として他の人とのかかわりに関するこ
と。
(3) 主として自然や崇高なものとのかかわり
に関すること。
(4) 主として集団や社会とのかかわりに関す
ること。
道憶の目標
道徳教育の目標は，教育基本法及び学校教
育法に定められた教育の根本精神に基づき，
人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を家
庭，学校，その他社会における具体的な生活
の中に生かし，個性豊かな文化の創造と民主
的な社会及び国家の発展に努め，進んで平和
的な国際社会に貢献できる主体性のある日本
人を育成するため，その基盤としての道徳性
を養うこととする。
道徳の時間においては，以上の目標に基づ
き，各教科及び特別活動における道徳教育と
密接な関連を図りながら，計画的，発展的な
指導によってこれを補充，深化，統合し，生
徒の道徳的心情を豊かにし，道徳的判断力を
高め，道徳的実践意欲と態度の向上を図るこ
とを通して，人間としての生き方についての
自覚を深め，道徳的実践力を育成するものと
する。
基本的取り扱い
① 人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念
を培う
⑧ 伝統的な文化を継承し，発展させ，さら
に個性豊かな文化の創造に努める人間を育
成する。
③ 民主的な社会及び国家の形成発展に努め
る人聞を育成する。
④平和的な国際社会の実現に貢献できる人
聞を育成する。
⑤ 主体性のある日本人を育成する。
⑥道徳性を養う。
基本的な内容
道徳の基本的内容は，道徳の内容を構成する
四つの視点から構成されている。
(1) 主として自分自身に関すること。
① 望ましい生活習慣を身に付け，心身の健
康の増進を図り，節度と調和のある生活を
するようにする。
(2) より高い目標を目指し，希望と勇気をも
って着実にやり抜く強い意志をもつように
する。
③ 自律の精神を重んじ，自主的に考え，誠
実に実行してその結果に責任をもつように
する。
④ 真理を愛し，真実を求め，理想、の実現を
目指して自己の人生を切り開いていくよう
にする。
⑤ 自らを振り返り自己の向上を図るととも
に，個性を伸ばして充実した生き方を求め
るようにする。
(2) 主として他の人とのかかわりに関すること。
① 礼儀の意義を理解し，時と場に応じた適
切な言動ができるようにする。
② 温かい人間愛の精神を深め，他の人々に
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対し感謝と思いやりの心をもつようにする。
③ 友情の尊さを理解して心から信頼できる
友達をもち，互いに励まし合い，高め合う
ようにする。
④ 男女は，互いに相手の人格を尊重し健全
な異性観をもつようにする。
⑤ それぞれの個性や立場を尊重し，いろい
ろなものの見方や考え方があることを理解
して，謙虚に他に学ぶ広い心をもつように
する。
(3) 主として自然や崇高なものとのかかわりに
関すること。
① 自然を愛し，美しいものに感動する豊か
な心をもち，人間の力を超えたものに対す
る畏敬の念を深めるようにする。
③ 生命の尊さを理解し，かけがえのない自
他の生命を尊重するようにする。
③ 人間には弱さや醜さもあるが，それを克
服する強さや気高さがあることを信じて，
人間として生きることに喜びを見いだすよ
うに努める。
(4) 主として集団や社会とのかかわりに関する
こと。
① 自己が属する様々な集団の意義について
の理解を深め，役割と責任を自覚し，協力
し合って集団生活の向上に努める。
⑧ 法の精神を理解し，自他の権利を重んじ
義務を確実に履行するとともに，公徳心を
もって社会の秩序と規律を高めていくよう
に努める。
③ 正義を重んじ，だれに対しでも公正，公
平にし，社会連帯の精神をもって差別や偏
見のないよりよい社会の実現に尽くすよう
に努める。
④ 勤労の尊さを理解するとともに，社会へ
の奉仕の気持ちを深め，進んで公共の福祉
と社会の発展のために尽くすように努める。
⑤ 父母，祖父母に敬愛の念を深め，家族の
一員としての自覚をもって充実した家庭生
活を築くようにする。
⑥ 学級や学校の一員としての自覚をもち，
教師や学校の人々に敬愛の念を深め，協力
してより校風を樹立するようにする。
⑦ 地域社会の一員としての自覚をもち，社
会に尽くした先人や高齢者に尊敬と感謝の
念を深め，郷土の発展に尽くすようにする。
⑧ 日本人としての自覚をもって国を愛し，
国家の発展に尽くすとともに，優れた伝統
の継承と新しい文化の創造に役立つように
努める。
⑨ 世界の中の日本人としての自覚をもち，
国際的視野に立って，世界の平和と人類の
幸福に貢献するように努める。
以上が，日本の道徳教育の基本的な在り方で
ある。
3. 日中道徳用教科書の内容の比較
文部省の学習指導要領(日本〉や中国の国家
教育委員会が示した道徳教育の基本的な観点，
内容，取り扱いについて取り上げたが，ここで
はその基本的なものを具体的に生徒に指導・理
解させるには，どのような教材を使用している
のかについて，まずテキストを取り上げてみた
いと思う。
(1 ) 中国の徳育(思想政治〉教科書の内容
まず国家教育委員会中学思想、政治科目教材編
「思想、政治」上下(一年生用〉の内容から取り
上げてみたい。
第一課祖国の利益は一位おく
一節 個人の前途は国家の運命に直結し
ている
こ節個人利益は国家の利益に服従する
第二課社会主義祖国を熱愛する
一節祖国の運命と前途は社会主義に直
結している
二節祖国の統一，尊厳と栄誉を守る
第三課 人民に奉仕する思想を育成する
一節人民は国家の主人公である
二節人民を愛することはわが国社会の
公徳である
三節人民に忠実である人間になろう
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第四課集団主義の精神を強化する
一節集団から離れた個人の成長はない
二節 よい学級集団を作る
三節集団主義という観点を樹立する
第五課公民は自覚的に規律を守る
一節社会生活は規律が必要である
ニ節 規律を守ることは国家が公民に対
しての基本的要求である
三節 自覚的に規律を守る
第六課労働の熱愛と刻苦奮闘
一節 国家の富強と人民の裕福には勤労
が必要である
こ節 労働習慣の養成と労働の成果を大
切にする
三節 刻苦奮闘・一生懸命にやる
第七課科学を熱愛し勉強に励む
一節社会主義建設には科学・文化・知
識が必要で、ある
二節 一生懸命に科学・文化・知識を学
習する
三節科学を尊重し迷信を打破する
第八課 他人を尊重し先生や年配者を尊敬す
る
一節他人に尊重と思いやりをもっ
二節教師を尊敬し親孝行する
第九課真面目に社会主義の法律の知識を学
習する
一節社会生活には法律がなくてはなら
ない
二節若干の法律の知識を身につける
第十課法律を守り保護することは公民の責
任である
一節公民は白覚的に法律を守る
ニ節公民は積極的に法律を保護する
以上が，中学一年生のテキストの内容である。
一年生に関する限りは，道徳観念教育の基本的
な内容が盛り込まれている。しかし，二年生の
テキストの内容になると様相が一変して，人類
の歴史の内容になっている。 たとえば， 「原始
社会Jr奴隷社会Jr封建社会Jr資本主義社会J
q士会主義社会」について， 人類の歴史と社会
主義の発展とをむすびつけた内容になっている。
三年生の内容にいたっては，資本主義・帝国主
義の経済と政治に関するさまざまな矛盾と問題
点を取り上げるとともに，社会主義発展の必然
性・社会主義こそ救国の要であるという内容に
なっている。この二三年生の徳育教科内容は，
むしろ歴史，社会，経済，政治を含み， 日本で
いう社会科の科目に該当するものである。ただ
し， 日本の社会科と違う点は，それらの社会科
的内容を通じて，徹底したイデオロギー・思想
教育を行っている点である。
(2) 日本の道徳教育用教科書の内容
日本では，テキストにしたがって忠実に道徳
の学習をすべきだという強制はほとんどない。
教科書といっても，むしろ副読本としての色彩
が強い。道徳の進め方としては，生徒と地域の
実情に即して，副読本を活用することが望まし
いとされている。
このテキストの内容について，中一二年生用
「明るい心と生活dl(日本文教出版社〉から取り
上げてみたい。
一年生の内容
中学生へ岩割りの松美しいと感じたこと
ば宿題机の上は物置き場おじいさんの
言葉毎日の運「はい」と「いいえ」吾ー
と京造美と調和の観光開発 あるおばあさ
んの話から車いすの少年足袋の季節ぼ
くのふんがい 規則の中の安全二一世紀の
ぼくたちの町 かけがえのない命小さな生
命植物はわが友ダンプのおじさん ある
日の学級会雪合戦心を伝える 腕いっぱ
いのコスモス 日本人つてなんだっけ心を
贈ろう 万年カレンダー父の定期便心の
小道具 ある漁夫漂流記
以上が，中学一年生のテキストの内容である。
これらの内容を，学習指導要領で示された基準
に照らし合わせて，取り扱っているのである。
ちなみに，テキストの内容と取り扱う主題と指
導要領の内容項目との関連の一例を，中学二年
生用のテキスト(前掲書〉を取り上げてみよう。
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「明るい心と生活.s2年内容一覧
資 料
1 星置きの滝
2 若い恋
3 小さな勇気こそ
4 わたしの反抗期
5 「わたしたちの学校」二つの話題
6 ちょっとブレーキを
7 ある車中でのこと
8 ピラミッド
9 物にもいのちがある
10 充実して生きること
11 石切り場の花園
12 夏休みの反省会
13 世界の中の自分
14 国際里親活動
15 規則があなたを守る
16 良心のたたかい
17 九州にて
18 日本人の心と文化
19 中村伸蔵
20 一枚のはがき
21 ~~い者いじめはやめて
22 ガンジ}
23 地図のある手紙
24 松田君のこと
25 やべち
26 蕗のとう
27 母の生き方に思う
28 あふれる愛
29 窯焚きの夜
4. 日中における中学生の日常行為規則
(1) 中国中学生の日常規則
道徳は，日常の行為にかかわることである。
日常生活の規範を身につけることが，道徳教育
のねらいでもある。その意味で，日中の子ども
達の日常生活での道徳的な点に注目してみたい
と思う。そのことに関しては， 日常守るべき規
則を取り上げてみることが肝要かと思うので，
中国については「中学生守則」を取り上たいと
思う。このさい多少古いが， 1955年のものと近
年のものと両方あげておきたい。日本と比較す
主 題 関内連容指導項要領目
友情の尊さ 友情
若い恋 健全な異性観
勇気をもっ 強い意志
反省 向上心・個性
愛校，心 愛校，心
謙虚な態度 広い心
思いやり 人間愛
利己心の克服 集団生活の向上
物のいのち 望ましい生活習慣
堅実な生活 望ましい生活習慣
自然と人間 畏敬の念
家族としての自覚 家庭愛
国際理解 人類の幸福
人類愛 人類の幸福
法の精神 社会の秩序
義務の履行 社会の秩序
感動する心 畏敬の念
伝統の継承 愛国，心
創造的態度 理想、の実現
礼儀の心 礼儀
人権の尊重 理想、社会の実現
E義をつらぬく心 理想社会の実現
人間の気高さ 人間性
自分で考える 自主・自律
郷土愛 郷土愛
福祉活動 公共の福祉
社会への奉仕 公共の福祉
生命を尊ぶ心 生命の尊重
自然物への畏敬 畏敬の念
るのに都合よいからである。
中学生守則(教育部1955年 5月発表， 18条〉
(1) 勉強に励み，健康で，賢く品格をたもち，
祖国，人民に奉仕すること
(2) 国旗を尊び，祖国と人民の指導者を愛す
ること
(3) 学校の規律を守り，校長，先生の話をよ
く聞くこと
(4) 時間どうり登校し，きちっと授業を受け，
遅刻や早退せず学校をさぼらないこと
(5) 学校へは勉強道具を忘れないこと，授業
の前には授業用の用具を用意すること
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(6) 授業を受ける時はきちんと座り，授業に
専念し，それ以外のことをしてはいけない。
授業中の教室の出入りは先生の許可を得る
こと
(7) 先生の質問に対しては起立して答え，先
生の許可を待ってから座席すること，質問
する場合には挙手をすること
(8) よく自習し，各科目の宿題は自分で時間
どうりに行うこと
(9) 校長，先生を尊敬し，授業の終始には起
立して挨拶すること，郊外で校長，先生に
会うときもきちんと挨拶すること
帥仲間同士は誠実で，お互いに団結しあう
こと
日親孝行，兄弟を愛護し，家事の手伝いを
する
同先輩や年寄りを尊敬し，子供や障害者に
思いやりをもち，乗り物では席を譲り，歩
くときには道を譲こと
同人には誠実・謙虚で礼儀正しく，嘘をつ
かないこと，悪口ゃけんかや他人の仕事や
睡眠を邪魔しないこと
同喫煙せず，飲酒せず，賭け事をせず，勝
手に他人の物をとらないこと，自他に有害
なことはしないこと
同体を鍛えること，衣服，住宅，公共の場
所を衛生的にきれいに保つこと
同公共の秩序を守り，公共財産を守ること
帥学級と学校の栄誉を愛護すること
同生徒は身分証明書を所持すること
中学生守貝IJ(教育部1981年8月26日公布， 10条〉
(1) 祖国を愛し，人民を愛し，中国共産党を
擁護し，勉学に励み，社会主義現代化のた
めに力をつくすようにすること
(2) 時間どおり登校し，遅刻や早退せず，学
中交を怠けないこと
(3) 授業に専念し，頭を働かせ，真面目に宿
題をすること
(4) 体を鍛えるとともに，積極的に有益な娯
楽活動に参加すること
(5) よく労働に参加し，労働の成果を大切に
すること
(6) 生活は質素で衛生を重んじ，喫煙飲酒を
せず，みだりに疾をはかないこと
(7) 学校の規律を守り，公共秩序を守り，国
家の法律を守ること
(8) 先生や年配者を尊敬し，仲間同士は団結
すること，悪口をいわずけんかせず，人に
は礼儀正しくすること
(9) 集団を愛し，公共財産を愛護し，人民に
有害な事をしないこと
制誠実，謙遜で，誤りがあると改めること
(2) 日本の中学生の生活のきまり
日本では，文部省から，全国統一的に中学生
の行為規則みたいなものは出されていない。生
徒の日常生活で守るべき規則のようなものは，
各地域(都道府県市町村等〉または学校にまかさ
れている。これらの規則は，だいたい「生徒指
導」の立場から考慮されている。ここではその
一例として，東京都の公立中学校の「生徒手
帳」から取り上げてみたい。
生活のきまり
[1] 校内生活
1.登校
1. 予鈴 (8時25分〉までに登校し自席に
つく。
2. 朝礼のある日は，登校後定められた場
所に，すみやかに集合し，整列をする。
3. 登校後は，先生の許可なく校外に出な
し、。
4. 登校には 1・2年生は学校で指定した
パッグを使用する。
5. 日直・週番等の係生徒は，定められた
時刻に登校する。
2. 授業
1. 授業の準備をしっかりして，開始の合
図で着席し，先生がみえるまで静かに待
っている。
2. 授業の開始および終了時には，起立し，
干しをきちんとする。
3. 授業中は姿勢を正しくし，私語をつつ
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しみ， しんけんに授業をうける。
4. 学習内容で理解しにくいところがあっ
たら，積極的に質問する。
5. 自習時間は補教の先生の指示に従って，
与えられた課題にしんけんに取り組む。
3. 休憩時間
1. 休憩時間は次の授業の準備や教室移動
にあてる。
2. 教科係は次の授業の先生と連絡をとり，
学習の準備をととのえる。
3. むやみに他の教室に出入りしない。
4. 廊下や教室内であばれたり走ったりせ
ず，他の生徒に迷惑をかけない。
4. 給食・昼休み
1. 給食係は協力して，すみやかに準備を
行う。
2. 給食の意義を理解し，できるだけ残さ
ず食べるようにする。
3. 食物を粗末にしない。
4. 放送は静かに聞き，給食終了の合図ま
では教室を出ない0
5. 昼休みはなるべく運動場にで、て，から
だを動かすようにする。
6. 運動場では他人の迷惑になるような遊
びや，危険な遊びはしない。
7. 体育館は管理上の問題や事故発生の心
配から，使用しない。
8. 予鈴で教室にもどり，次の授業の準備
をする。
5. 清掃
1. 各学級では教室と特別分担区域の清掃
にあたり，当番の生徒は協力して，時間
内にきれいにして完了する。
2. 終了後先生の点検をうけてから，部活
動に参加したり，下校をする。
3. 清掃用具はたいせつに使用し，保管は
所定の用具入れにきちんとしまう。
6. 放課後・下校
1. 下校時刻まで運動場を使用して遊んで
よし、。
2. 日直は清掃終了後に，消燈・窓閉めの
確認をして，学級日誌の記入を完了し，
先生に提出し下校する。
3. 下校時刻以降残る場合は所定の残留届
黒板に記入し，担当の先生の指導のもと
で，係活動をすみやかに完了し，ただち
に下校する。
4. 下校は定められた通学路を通るように
し，不必要な寄り道や買い喰いなどはし
ない。
7. 服装(省略〉
8. 頭髪(省略〉
9. 所持品(省略〕
10. ネL t義
1. 登校下校のときは教職員や友人・知人
にあったら，正しくあいさつをする。
2. 校内で教職員や来客にあったら，会釈
をする。
3. 校長室・職員室・事務室・主事室など
に入いるときは，必ずノックをして許可
を得てから入いる。
4. ことば使いは正しく，ていねいにする。
5. お互いに人格を尊重して，明るい気持
ちで応待をする。男女の交際も互いに理
解しあい，礼儀正しく明朗にしよう。
11. 諸届(省略〉
12. 保健室の利用(省略〉
13. その他
1. 地震や火災など緊急避難のときは，あ
わてずに先生の指示に従って，すみやか
に行動をとる。
2. 学校で定めた立入禁止の場所には入い
らない。
3. ガラスやその他のものを破損したとき
は，すみやかに届け出る。
4. 廊下は右側通行とし，静かに注意をは
らって歩行する。
5. 便所は汚さぬように気をつけ，戸の開
聞もていねいに行し、，必要以外の立入り
はしない。
(2J 校外生活
1. 常に高島三中の生徒としての誇りと自覚
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をもって，行動をする。
2. 外出時は必ず生徒手帳を提携する。
3. 外出時は行先・用件・同行者・帰宅時刻
を保護者に連絡し， 日没までには帰宅する。
4. 夜間の単独外出はしない。
5. 盛り場・遊戯場・娯楽施設・宿泊を伴な
う旅行や遠出等の外出は，保護者またはそ
れにかわる大人が必ず同行する。
6. 外出時は交通道徳や公衆道徳を守り，他
人に迷惑をかけるような行為はしない。
7. 校外での遊びは周囲のことを考え，危険
な遊びゃ他人の迷惑にならぬようにする。
8. 地域社会の行事には積極的に参加し，地
域のためになることは進んでやる。
9. 不良行為など犯罪に結びつく行動は，絶
対にしなし、。また友人がそのようなことを
しているところを見かけたら，注意してや
り，無理なときは学校に連絡をする。
10. 事故や被害にあったときは，すみやかに
警察・家族・学校等に連絡をする。
以上が日本の中学生の「生活のきまり」の一
例である。
5. 日中道徳教育の比較・検討
(1) 道徳教育の基本的在り方について
両国の道徳の基本的な取り扱いについてみる
と，両国の道徳の基本的な観点，取り扱いは，
その国の実情を最も色濃く反映していることが
わかる。
まず第一点、は，集団主義，個人主義，思想・
イデオロギーの，長である。
これまでみてきたように，中国の徳育の基礎
概念は，主に個人の立場よりも集団を重視した
集団主義の傾向がある。社会主義国家において
は，共有財産制をとっていることから，当然の
ことながら徳育でもそのことを反映して，集団
的所有制，全人民的所有制といったことも重視
している。したがって，徳育の基本的観点につ
いても，集団主義の概念を樹立することや，集
国を離れて個人の成長はないことを強調し，国
家を愛し公共道徳を重んじ，人民・国家に奉仕
するという社会主義的・集団主義的人間の道徳
性の育成をめざしていると同時に，そうした思
想・イデオロギーの育成も重要視している。
一方， 日本の道徳、についてみると，教育基本
法の教育目的の「教育は人格の完成をめざし
て」という精神に立脚して道徳教育を行うこと
が重視され，道徳の目標でも生徒の個々の主体
性を重視して，そのための道徳性を養うことを
基本においている。そのため道徳の時間におい
ては，生徒の道徳的心情を豊かにし，道徳的判
断力を高め，道徳的実践意欲と態度の向上をは
かり，人間としての生き方についての自覚を深
め，道徳的実践カを育成することが強調されて
いる。つまりは，生徒個々人の道徳性の育成が
中心になっている。中国の集団主義に対して，
日本の場合は個人主義的色彩が濃厚である。中
国のイデオロギーの徳育に対しでも， 日本は個
々の生徒の「人間としての生き方」に重点をお
いている。
日本の道徳に集団主義はないわけではない。
日本では「社会性」という概念で理解されてい
る。民主的な社会人としての社会性の育成，国
際的人間としての社会性の養成も，個人の主体
性に接ぎ木する形で，個性と社会性が取り扱わ
れているといってよい。中国の場合は，国際的
人間として国際社会に貢献できる人間の育成に
ついては全く触れられていない。専ら社会主義
的人間の育成を重視している。なぜならば，社
会主義以外の国を資本主義・帝国主義と位置付
け，草命的闘争によって人民を解放するという
図式で考えているからである。そのことは，思
想政治の学習内容に盛り込まれている。したが
って，国際社会に貢献するたぐいの徳育という
ことは，あまり問題視されていないようである。
第二点は，労働愛に関する点である。
個人の道徳性を重視する日本の道徳教育は，
精神主義的な傾向が強い。それに比べて，中国
の徳育では，社会主義国家建設のために，集団
的に結束し，国家の存続と発展に労働は欠かせ
ないとして，徳育の内容に《労働》を位置付け
ている。基本的取り扱いにもあるように，労働
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を愛し，家IJ苦奮闘の学習を通じて労働の偉大な
意義を理解させ，労働愛というすぐれた品徳を
育成し，頭脳労働と肉体労働を統合したすぐれ
た労働者の育成をもめざしている。このことは，
資本主義，社会主義を問わず，いかなる国にお
いても重要なことである。中国ではとりわけ，
国の政策，つまり「四つの現代化」を実現する
ことと徳育とが直結して扱われていところに，
その特徴があるといえるだろう。歴史的には，
日本の場合にも《勤労精神》が強調された時代
があったが，それは労働愛にいわれるような実
質的な労働者の育成および労働観・労働のモラ
ルを育成するものではなく，むしろ勤労による
精神の鍛練におもむきをおいていたのである。
この点では「人間としての生き方についての自
覚」うんぬんするわりには，労働と人生，労働
観・職業観，労働のモラルについての態度形成
にはほとんどふれられていない。そのことは，
進路指導の方で生徒の将来の進路と生き方につ
いて取り扱われている。それも，特設時聞はな
く，学級会活動の中で主に行われているにすぎ
ない。しかも，この進路指導は，職業指導とい
うよりはもっぱら進学指導になっているo こう
いう状況下では，すぐれた資質の勤労者の育成
はきわめて困難である。一方中国の労働愛の育
成に関して，それでことたりるというわけでは
ない。四つの現代化を急ぐあまり，徳育をあま
りにも経済と結び付けることは，教育を経済発
展の手段に使われかねないからである。これは
社会主義国家建設にとって重要なのはわかるが，
個々の生徒の人権・自由で全面的な発達につい
てもっと配慮があるべきだろう。かつて，その
ことについて，筆者らは中国滞在中にいろいろ
議論をしたことがある。相手方の言い分は，労
働者育成なしに国の将来はありえない，教育と
経済が結び付くのは当然のことであり，それ以
外に誰のための教育をするのか， と逆に質問ぜ
めにあったことがある。そのことは，社会主義
建設のための中国の教育と，個々人の教育権を
主軸とする日本の教育に対する教育観の相違に
由来するものだろう。
第三点は，科学的教養・科学的人間の形成と
迷信打破の点である。
「空想から科学へ」の伝統にのっとり，科学的
人間の形成は社会主義の重要概念である。宗教
は阿片であり，迷信は根拠のないばかげたこと
である， という徹底した科学主義・実証主義を
かかげる社会主義は，当然のことながら徳育に
おいてもそのことを最重視している。日本で
は，科学と迷信について，取り立てて道徳では
取り上げていない。おそらく，中国での社会主
義建設は，文革にもみられるように，古い時代
のさまざまな反社会主義的なものを打破する必
要があり，そのこととの関連で迷信打破は徳育
の重要課題になっているのだろう。たとえば，
中国には昔から道教あり，仏教あり，民間信仰
あり，多種の占いあり，伝統的・封建的な習慣
ありで，科学的根拠のないものが人々の生活の
中に雑居している。これらの中の迷信的なもの
は，一掃されねばならない。かつては，孔子の
儒教思想、まで否定した時代があったことも合わ
せて考えると，こうした国の実情に合わせて科
学と迷信を徳育で取り上げないわけにはいかな
いのだろう。社会主義を実現するために。
第四点は，自然や崇高なものとのかかわりに
関する点である。
日本では強調されていて，中国にはみられな
いものに「自然と崇高なもの」に関することで
ある。崇高なものについてはここでは省略して，
自然とのかかわりについて言及しておきたいと
思う。近年，国際的に自然環境の問題が深刻化
してきている。いうまでもなく，公害による大
気汚染，環境汚染，自然破壊は今や地球規模で
進行している。環境・自然保護の問題は，国際
問題にまで発展しており，全世界が取り組む時
期にきている。こうしたおりに，自然と人間の
かかわりがあらためてみなされるようになって
きた。日本の道徳教育においても， 自然と人間
の共存・共生の問題は，道徳の問題として扱わ
れるようになった。急速に進められつつある環
境教育との関連で，この自然と人間の関係・モ
ラルの問題は一層重視されるであろう。今や道
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徳は，人間間の倫理の問題だけでなく，人間と
自然との間のモラルの問題として登場してきた。
中国に目をてんずれば，そこには雄大な自然
が存在している。この大自然は，中国の歴史と
文化，芸術と思想、等に大きな影響を与えてきた。
それらの自然と人間の生き方の問題についても，
徳育の時間に取り上げられるべきだろう。自然
と人生についてのすぐれた知恵は，むしろ中国
で発達してきている。この点で， 自然とのかか
わりについて，徳育で扱われることが望ましい
と思う。中国では自然を，自然科学の対象とし
て把握することはこれまで重視されているが，
自然と人間のかかわりを道徳的観点で取り上げ
ることも今後必要であろう。
(2) 道徳用教科書の比較
両国のテキストは，道徳教育の基本的な観点
および取り扱いを反映して作成されたものであ
る。したがって，テキストの内容の相違は，そ
のことに根拠をもっている。
前述したテキストの内容項目についてみただ
けでも，両国間の内容の特色は際立つている。
日本のテキストの内容構成が，主として(1)自分
自身に関すること(2)他人とのかかわりに関する
こと(3)自然や崇高なものとのかかわりに関する
こと(4)集団や社会とのかかわりに関することの
四点から構成されているのに比べて，中国の内
容はテキストの表題のようにそのものずぼり
F思想政治』なのである。
前述したとおり，徳育といっても徳育全体が
そのまま道徳的な内容ではない。道徳観念教育
は，徳育の全内容のほんの一部にすぎない。小
学校の場合は，全体を通じて「思想品徳」とし
て扱われていて，中学校ほど内容に大きな聞き
はない。とりわけ中二年，三年生のテキストは，
その内容からして日本と比較することは困難で、
ある。二年のテキストは，社会主義を中心とし
た歴史教科書であり，三年のそれは，資本主義
社会と社会主義社会との比較を通じて資本主義
の矛盾をあばき，社会主義建設の重要性を説い
たいわば，政治・経済・イデオロギ一等の学習
になっている。
こうした学習に，週二時間あてているとのこ
とである。日本の場合は，特設時間は週一時間
である。中国の思想、政治の学習は，きびしい試
験が課されている。それに合格しないと，進級
させてもらえないというきびしさだという。そ
こで，教師も生徒も試験に合格するために，必
死に勉強するのだという。その科目は，高校，
大学への受験科目になっているという。そんな
わけで，道徳の科目というよりは，社会科とい
った内容の科目である。
一方日本の道徳では，試験を行い評価するこ
とは極力避けるべきことだとしている。その根
拠は，道徳は日常の指導に即して行われるもの
であり， 「生徒の道徳性については， 常にその
実態を把握し指導に生かすよう努める必要があ
る。ただし，各教科における評定と同様の評定
を，道徳の時間に関して行うことは適切ではな
い。J(中学校学習指導要領第三章「道徳J)とし
ている。この点に関しでも， 日本の「道徳」と
中国の「徳育」との聞におおきな聞きがあると
いえるだろう。その点で，テキストを中JL'¥に内
容を比較するよりも，生徒の日常の行為に関す
る規範・規則を比較した方が適切のように思わ
れる。
(3) 日常行為規則の比較
日常の行為に関する規則については，中国で
は「中学生守則」として，およそ十項目から二
十項目ほどの内容のものがあげられている。そ
れは日常生活を営んで行くうえでのきまりとし
ているが，案外そこに道徳的なことがおりこま
れている。たとえば，前述した，「中学生守則」
の内容をみると，それはごく普通の常識的内容
であり， 日本と比較して特別どういうことでも
ない。この点から道誌をみてみると， 日常生活
規範については，比較して検討を必要とするも
のではない。特設道館の時間の道徳の内容には，
それぞれの国の実情を反映して，内容が規定さ
れているのはこれまでみてきた通りである。し
たがって， 日常的な道徳に関しでは《生活指導》
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のもとに日常的に行われている。
この生活指導に関しては， 日本の場合は中国
と比較してきめ細かく規定されているのが特徴
である。日本の学校教育の特徴は，生活指導・
生徒指導に力点をおいている点である。生活指
導担当の教師が配置され， 日常の生活指導を主
に学校の「校貝IJ にのっとって行っている。ち
なみに，東京都の公立中学校の生徒手帳(前
述〉を例にあげてみよう。それによると， 「生
活のきまり」として，数多くの規則がのってい
る。「校内生活」のきまりでは， 1.登校， 2. 
授業， 3.休憩時間， 4.給食・昼休み， 5. 
清掃， 6.放課後・下校， 7.服装， 8.頭髪，
9.所持品， 10.礼儀， 11.諸届， 12.保健室
の利用， 13.その他， と細部にわたっており，
さらにきまりを「校外生活」にまでひろげて10
項目の規則をあげている。学校が長期休暇にな
る夏休みには，校外補導・指導と称してPTA
を動員して巡回を行っている。
とりわけ，服装や頭髪などきびしく規定して
いる点は，中国と比較して際立つている。それ
らのきびしい取り締まりは警察を思わせるもの
があり，所持品の抜き打ち検査は人権問題にも
なりかねない。筆者は，校則について調べたこ
とがあるが，特にある私立の女子校の規則のき
びしいのには驚いた。いな，しつけのきびしさ
をむしろ学校の宣伝に使っている女子校が多数
あったことである。
この学校教育の生活(生徒〉指導体制の背景
には，学校は児童・生徒を生活指導のもとに
《管理》するという発想、がうかがえる。 日本の
教育は「管理主義教育」だといわれるのはその
ゆえんであり，教育行政的には「教育の官僚統
制」だと批判されている。こうした背景で生活
・生徒指導が行われているといっても，あなが
ち間違ってはいないだろう。
このきびしい校則に関して，文部省はその弾
力的運用をうながしたのはつい先頃である。そ
の理由は， 「子どもの権利条約」が日本国内に
批准しなければならなくなった時点からである。
つまれこれらの校則は，権利条約に抵触する
点、が多く指摘されたからである。そのことに関
しては，先頃いろいろ論議になったところであ
る。結局は，だいぶ弾力的になったのは事実で
ある。全国の約八十パーセントの学校が校則を
弾力的に運用していることが，文部省の調べで
判明している。ともあれ，子どもの権利条約が
日本で批准されるのに五年の歳月を要している
ことからも，きびしい校則の背景がうかがえる。
生徒の道徳性を日常生活で育成するのに，校
則を守らせるという方法が本当に適切なのかど
うか，いろいろ論議されている昨今である。中
国の場合においても，法制観念教育で規律を守
ることが強調されている。国家の法律とか公的
な規律についてそれを守らせるのは当然のこと
だろうが，こと日常生活にまで立ち入って事細
かく規定して，それを守らせ，違反した場合取
り締まるという方法は教育的方法だとはいえな
い。規則で生徒を縛る規則先行型の道徳的なし
つけは，十分検討されてよいだろう。民主的社
会においては，きまりというものは，生徒の自
覚と責任において自らルールを作りそれを実行
することが肝心だと思う。そのよい例が，子供
会議，子供裁判，子供の法典等を「孤児たちの
家J1僕たちの家」で実践した，子どもの権利条
約の祖コルチャック先生(ポーランドのユダヤ
人〕の教育である。今日の子どもたちは，十分
その能力をもちあわせているからである。
おわりに
今回は， 日中の道徳教育の比較を中学校を中
J心に行ってみたが，これまでみてきたように，
基本的に社会主義国と資本主義・自由主義国と
の聞では，道徳の取り扱い方に大き隔たりがあ
る。とはいっても，今日両国は児童・生徒の道
徳教育についてそれぞれの悩みを抱えている。
急速に進む市場経済の波は，かつてないほどに
中国社会を変えようとしている。その中にあっ
て，拝金主義の横行や「経済上昇・道徳低下」
の問題坑道穂教育に大きな波紋をなげかけて
いる。日本においても， しかりである。その中
で，技術文明・物質万能の価値観が槍玉にあげ
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られている。科学・技術文明と道穂教育の二人
三脚は不可能であり，両者はむしろ逆行・矛盾
するものであるという把握が大勢をしめている。
しかし，そうはいっても，科学・技術文明をい
まさら否定するわけにもいかない。そこで，両
国いな世界の国々は，その道徳的克服に悩んで
いるのである。今後，そのことは世界の共通テ
ーマとして，取り組む必要を痛感している。
最後に，いろいろ資料を提供していただいた，
武漢水利電力大学の向鉄元先生に感謝の意を表
したし、。この研究は，王秋華氏との共同研究で
あるが，日文に関して文責は比嘉にある。
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